
立命館アジア太平洋大学（APU） 

アセスメント・ポリシー 

1. 定義  

アセスメント・ポリシーとは、学生の学修※１成果にもとづき、本学の教育成果を検証・評

価するための考え方と方法を示した大綱的な方針である。 

 

2. アセスメントのレベル 

アセスメントのレベルを、①大学レベル、②学部・研究科・センターレベル※2、③授業レ

ベルの 3 つの階層とし、それぞれのレベルで設定した学生の学修・成長に関わる目的・目標

の達成度を検証・評価する。 

すべてのレベルにおいて、実施された検証・評価の結果は、自己点検・評価委員会の審議へ

て、大学評議会（学長）に報告される。 

 

3. アセスメント・ポリシーの役割 

アセスメント・ポリシーの役割は、組織的且つ恒常的な学生の学修成果についての検証・評

価の実施を促すことであり、その目的は全学的な内部質保証活動の結果としての本学の教

育の質向上にある。この目的を達成するために、大学評議会は本ポリシーを定め、自己点検・

評価委員会及び各組織は、本ポリシーに基づき、自己点検・評価を行い、継続的な教育の質

改善に努める。 

 

4. 各レベルにおけるアセスメント 

①大学レベル 

開学宣言や中長期ビジョン（APU2030 ビジョン）に沿って、正課及び課外活動を通じた

学生の学修成果・成長を検証・評価する。検証・評価の主体は、自己点検・評価委員会とす

る。 

 

②学部・研究科・センターレベル 

各学部のディプロマ・ポリシーに沿って、Assurance of Learning（AOL)※３の手法等を

用いながら、主に正課における学生の学習成果を検証・評価する。学生の正課内での学習に

関するデータ（客観的データ）及び学生やその他ステークホルダーの自己認識等に基づくデ

ータ（主観的データ）の両方を活用して検証する。検証・評価の主体は、学部・研究科・セ

ンター及び教学部とする。 

 

③科目レベル 

科目概要に定める内容や、シラバスで示された到達目標の達成度について検証・評価する。

レポート等の提出内容や試験等の学生の正課内での学習に関するデータ（客観的データ）及

び授業評価アンケート等の学生の自己認識等に基づくデータ（主観的データ）の両方を活用

して検証する。検証の主体は、授業担当教員及び学部・研究科・センターとする。 



 

※１： 本ポリシー内では、正課に関連した学生の学びを「学習」、正課外または正課・正課外を通じた学生

の学びを「学修」と表現している。 

※２：本ポリシーにおけるセンターとは、言語教育センター及び教育開発・学修支援センターをいう。 

※３：APU では、学部・研究科が、正課科目の中での学生の成長をデータに基づき検証し、具体的な科目

やカリキュラムの改善につなげる一連の活動を Assurance of Learning（AOL)と定義する。具体的な AOL

のプロセスについては、学部・研究科のカリキュラムや特性を考慮し、学部・研究科が決定する。



 


